
 
   
 
   
 
 

      

    

 

 

 

４０歳代の妻の病名は骨腫瘍  

夫婦喧嘩が絶えず、患者は泣いている。 

長期にわたり入退院が繰り返えされている。 

高額な医療費、 

    子どもの学費等、 

        経済的な問題や、 

              親族関係の軋轢。                     

                  

                 ーがんの過酷な病状進行と、 

         サポートがいない状況（家族の不仲）の中で、 

           看護師ができる支援とは何なのだろうか。 

 
 
 

                   

                 

                   

 
         
 
              

開催日時／２０１４年１１月２９日（土）１３～１６時 

場所／大学伊勢原キャンパス ３号館１階会議室 

 

アクセス/小田急小田原線「伊勢原駅」下車徒歩20分バス10分（東海大学病院下車） 

問合せ先/ 0463-93-1121（代表） 担当；井上 

研究会ホームページ/ http://kazokuns.ihs.u-tokai.ac.jp 

           メールアドレス：kazoku@tokai-u.jp 

    １１月の事例：壮年期のがんー家族の不仲 

  ＜家族の不仲＞を看護師はどう調整していくのかを 
                  ディスカッションします。 


